
     　NO.９７

発行：高知県労連書記局

　２００７年１月４日

針路

（１）２００７年１月４日　Ｎ０．９７　　　　　　　　　　　　高　知　県　労　連

Ｅ－ｍａｉｌ　kochikenroren@fm2.seikyou.ne.jp

http://www.minken-net.com/kouchikenroren/top.htm

　
県
労
連
は
、
０

７
年
春
闘
を
た
た

か
う
に
あ
た
り
、

春
闘
準
備
の
取
り

組
み
と
し
て
１
２

月
９
日(

土)

、
高

知
城
ホ
ー
ル
で
春

闘
討
論
集
会
を
開

催
し
、
す
べ
て
の

組
合
・
組
合
員
が
、

職
場
・
地
域
で
元

格
差
社
会
の
是
正
・
労
働
法
制
改
悪
阻
止

政
治
の
革
新
で
安
心

・

安
全
な
社
会
を

　
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
、
安
倍
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
安
倍
首
相
は
小
泉
「
構
造
改
革
」
を
継
承
す

る
と
と
も
に
、
歴
代
の
総
理
大
臣
が
絶
対
に
口
に
出
せ
な
か
っ
た
憲
法
改
悪
を
公
然
と

主
張
す
る
な
ど
、
か
つ
て
な
く
反
動
的
な
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
小
泉
「
構
造
改
革
」
が
も
た
ら
し
た
格
差
と
貧
困
、
弱
肉
強
食
社
会
に
た

い
す
る
労
働
者
・
国
民
の
怒
り
、
不
満
は
か
つ
て
な
く
高
ま
り
、
「
偽
装
請
負
」
を
告
発

し
た
労
働
者
の
勇
気
あ
る
た
た
か
い
は
、
こ
の
世
論
を
背
景
に
大
き
な
社
会
的
力
と
な

り
、
是
正
に
向
け
た
扉
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
た
た
か
え
ば
前
進
で
き
る
」
ー

昨
年
の
た
た
か
い
は
こ
の
こ
と
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
教
育
基
本
法
改
悪
法
案
」
反
対
の
た
た
か
い
も
大
き
な
教
訓
を
つ
く
り
だ
し
ま
し

た
。
国
会
外
で
共
同
を
広
げ
た
た
た
か
い
は
、
国
会
内
で
の
与
党
を
追
い
つ
め
、
通
常

国
会
で
の
強
行
を
阻
止
し
、
臨
時
国
会
で
は
廃
案
寸
前
ま
で
追
い
つ
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
通
常
国
会
で
は
、
残
業
代
を
支
払
わ
な
く
て
も
良
い
と
す
る
「
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
労
働
法
制
改
悪
と
憲
法
改
悪
に
つ
な
が

る
「
国
民
投
票
法
案
」
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
一
斉
地
方
選
挙
が
会
期
中
に
た
た
か
わ
れ

ま
す
し
、
国
会
終
了
後
に
は
参
院
選
が
た
た
か
わ
れ
ま
す
。
政
府
与
党
も
選
挙
戦
へ
の

影
響
を
考
え
た
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
私
た
ち
の
た
た
か
い
に
よ
っ
て
は
通
常
国
会

で
審
議
さ
れ
る
悪
法
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
の
た
た
か
い
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
共
同
を
広
げ
て
政
治
を
革
新
し
、

安
心
・
安
全
な
社
会
の
実
現
に
む
け
て
展
望
を
切
り
開
く
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
に
春
闘
を
た
た
か
お
う
と

討
論
を
深
め
ま
し
た
。
来
年
１

月
か
ら
の
通
常
国
会
は
、
「
労

働
ビ
ッ
ク
バ
ン
」
国
会
と
い
わ

れ
る
な
ど
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン(

適
用
除

外)

を
は
じ
め
就
業
規
則
の
一

方
的
変
更
を
容
認
す
る
な
ど

の
「
労
働
法
制
改
悪
法
案
」
を

め
ぐ
っ
て
、
大
き
な
争
点
と
な

り
ま
す
。
討
論
集
会
の
第
１

テ
ー
マ
「
労
働
法
制
改
悪
」
を

め
ぐ
る
学
習
会
で
は
、
全
労

連
・
伊
藤
圭
一
常
任
幹
事
か

ら
改
悪
法
の
中
身
を
聞
き
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン

プ
シ
ョ
ン
の
導
入
に
よ
る

い
っ
そ
う
の
た
だ
働
き
・
過

労
死
な
ど
の
拡
大
や
就
業
規

則
の
一
方
的
変
更
が
労
使
対

等
の
立
場
を
な
し
崩
し
に
す

る
な
ど
、
よ
り
い
っ
そ
う
働

き
方
が
劣
悪
な
状
況
に
追
い

込
ま
れ
る
な
ど
の
問
題
点
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
第

２
テ
ー
マ
で
は
、
す
べ
て
の

組
合
・
組
合
員
み
ん
が
い
っ

し
ょ
に
取
り
組
む
重
点
課
題

に
つ
い
て
討
論
を
進
め
ま
し

た
。
み
ん
な
が
取
り
組
む
課

題
と
し
て
①
労
働
法
制
改
悪

阻
止
の
た
た
か
い
、
②
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
の
根
絶
と
最
賃

闘
争
、
③
２
．
２
２
地
域
総

行
動
な
ど
を
確
認
し
、
取
り

組
み
の
へ
の
総
結
集
と
前
進

に
む
け
て
、
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

　
県
労
連
の
０
７
年
春
闘
方

針
は
１
月
２
１
日(

日
に)

開

催
す
る
第
２
１
回
中
央
委
員

会
で
討
論
を
深
め
、
決
定
し

ま
す
。
こ
の
間
の
県
労
連
執

行
委
員
会
の
０
７
年
春
闘
方

針(

案)

の
議
論
で
は
、
す
で

に
各
組
織
に
配
布
を
し
て
い

る
春
闘
第
１
次
構
想(

案)

の

補
強
を
行
い
、
特
徴
的
に
は

情
勢
分
析
で
、
安
倍
政
権
の

新
自
由
主
義(

競
争
原
理
主
義

＝
構
造
改
革)

政
策
が
、
労
働

者
・
国
民
共
通
に
痛
み
を
押

し
つ
け
て
い
る
事
実
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
０
７

年
国
民
春
闘
で
は
、
労
働
者
・

国
民
の
力
を
結
集
し
、
大
企

業
の
ぼ
ろ
儲
け
分
の
社
会
的

還
元
、
労
働
者
へ
の
大
幅
賃

上
げ
の
実
現
、
安
定
し
た
雇

用
と
働
き
方
、
安
心
で
き
る

社
会
保
障
、
４
月
の
一
斉
地

方
選
挙
、
７
月
の
参
議
院
選

挙
の
勝
利
に
む
け
、
国
民
本

位
へ
の
転
換
を
迫
る
た
た
か

い
が
求
め
ら
れ
、
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

ま
す
。
す
べ
て
の
組
合
・
組
合

員
が
、
０
７
年
国
民
春
闘
で

の
各
種
取
り
組
み
に
結
集
し
、

た
た
か
い
の
前
進
を
め
ざ
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

07国民春闘に全力を

1/21 中央委員会で方針決定　

07 春闘勝利！！

格差社会

の是正

労働法制

改悪反対

第21回中央委員会
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　ソーレ

　
安
倍
政
権
は
１

年
し
か
持
た
な
い

無
視
を
せ
よ
・
・
北

朝
鮮
の
核
問
題
を
議
論
す
る

６
カ
国
協
議
前
に
、
同
国
閣

僚
に
金
正
日
総
書
記
が
指
示

を
し
た
と
す
る
、
年
末
発
売

の
週
刊
紙
の
見
出
し
。
安
倍

首
相
が
副
官
房
長
官
当
時
の

０
２
年
か
ら
０
４
年
に
か
け

て
、
小
泉
元
首
相
の
拉
致
問

題
に
伴
う
国
民
の
評
価
に
あ

や
か
り
、
次
期
首
相
の
座
を

ね
ら
う
本
人
の
思
惑
か
ら
金

総
書
記
に
訪
朝
を
懇
願
を
し

て
い
る
こ
と
。
そ
の
際
に
、
拉

致
問
題
で
の
北
朝
鮮
と
の
密

約
を
裏
切
っ
た
こ
と
に
対
す

る
怒
り
が
背
景
に
あ
る
と
報

じ
て
い
る
。
現
に
、
昨
年
１
２

月
２
２
日
、
成
果
な
く
休
会

し
た
６
カ
国
協
議
で
は
、
拉

致
問
題
に
は
、
ま
っ
た
く
触

れ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ

て
い
る
。
北
朝
鮮
の
言
い
分

を
信
用
す
る
気
は
さ
ら
さ
ら

な
い
。
が
、
阿
部
政
権
は
、
あ

の
国
に
も
馬
鹿
に
さ
れ
、
国

内
で
も
郵
政
民
営
化
反
対
議

員
の
自
民
党
復
党
問
題
、
「
や

ら
せ
・
さ
く
ら
ミ
ー
テ
イ
ン

グ
」
問
題
、
政
府
税
調
の
本
間

正
明
会
長
の
不
祥
事
・
更
迭

な
ど
で
支
持
率
が
急
落
し
て

い
る
。
し
か
し
、
国
会
で
は
巨

大
与
党
を
保
っ
て
い
る
。
憲

法
改
悪
、
大
増
税
を
許
さ
ず
、

安
倍
政
権
を
短
命
に
終
わ
ら

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(

樫)
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「
こ
う
ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
、
１

２
月
５
日(

火)

～
７
日(

木)

ま
で
の
３
日

間
、
高
知
城
ホ
ー
ル
３
Ｆ
県
労
連
書
記
局

で
、
全
労
連
が
呼
び
か
け
た
全
国
一
斉
「
派

遣
・
請
負
な
ん
で
も
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
相
談
員
に
は
、

高
橋
豊
房
委
員
長
、
前
田
研
副
委
員
長
、
樫

原
正
彦
書
記
長
が
あ
た
り
ま
し
た
。
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
初
日
、
朝
の
相
談
開
始
９
時
か

ら
電
話
が
鳴
り
始
め
、
地
元
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
局
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
高
知
放
送
、
テ
レ
ビ
高
知
）

も
取
材
・
報
道
を
し
て
く
れ
て
３
日
間
に

寄
せ
ら
れ
た
労
働
相
談
は
、
３
４
件
で
し

た
。
い
づ
れ
の
相
談
も
働
く
者
に
と
っ
て
、

納
得
で
き
な
い
不
満
と
怒
り
が
こ
も
っ
た

切
実
な
悩
み
相
談
で
す
が
そ
の
内
容
は
、

解
雇
５
件
、
賃
金
・
不
払
残
業
１
３
件
、
労

災
４
件
、
労
働
・
社
会
保
険
４
件
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
１
件
、
派
遣
１
件
、
そ
の
他(

就

職
、
出
勤
停
止
処
分
、
不
利
益
扱
い
な
ど)

４
件
で
し
た
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
終
了
後
も

断
続
的
に
相
談
が
相
次
ぎ
、
県
内
東
部
の

老
人
介
護
施
設
で
働
く
女
性
２
人
か
ら
の

相
談
で
、
福
祉
保
育
労
へ
の
組
合
加
盟
に

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
３
４
件

相談を契機に組織拡大が実現！

も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
う

ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ア
ル
０
１
２
０
ー

３
７
８
ー
０
６
０
（
ミ
ナ
ハ

ゼ
ン
ロ
ー
レ
ン
）
も
し
だ
い

に
県
民
に
知
ら
れ
だ
し
て
い

ま
す
。
ま
す
ま
す
、
働
く
仲
間

の
雇
用
と
賃
金
・
労
働
条
件

や
権
利
な
ど
を
守
る
砦
と
し

て
の
相
談
活
動
に
期
待
が
待

た
れ
て
い
ま
す
。

(電話に対応する相談員)

　
２
０
０
６
年
度
高
知
県
最
低
賃
金
は
昨

年
度
よ
り
、
わ
ず
か
２
円
上
が
っ
た
だ
け

の
６
１
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
賃
金
で
法
定
労
働
時
間
１
日
８
時

間
、
週
４
０
時
間
、
年
２
０
８
０
時
間
働

２月に 「最賃生活体験」

青
年
部
　
山
崎
圭
司（昨年の体験「ブログ」より）

い
た
と
す
る
と
い
っ

た
い
い
く
ら
に
な
る

の
か
と
い
う
と
３
１

日
の
月
で
総
額
１
０
８
，
８
５
５
円
で

す
。
こ
の
額
か
ら
税
・
社
会
保
険
料
・
雇

用
保
険
料
等
が
引
か
れ
、
手
取
り
約
９
５

，
２
５
５
円
と
な
り
ま
す
。
年
収
は
総
額

１
，
２
７
９
，
２
０
０
円
と
な
り
、
引
か

れ
て
約
１
，
１
１
６
，
０
１
６
円
と
な
り

ま
す
。

　
今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
」
（
働
く
貧
困
層
）
は
、
「
ま
じ
め

に
努
力
し
て
働
い
て
も
生
活
保
護
基
準
以

下
の
収
入
し
か
得
ら
れ
な
い
人
た
ち
」
の

こ
と
を
表
し
た
言
葉
で
す
。
生
活
保
護
基

準
を
働
い
て
得
る
収
入
に
換
算
す
る
と
、

一
人
暮
ら
し
で
２
２
０
万
前
後
と
な
り
ま

す
（
地
方
都
市
）
。
し
か
し
、
現
行
の
最
低

賃
金
は
、
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
よ
り
低

い
賃
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
知
で
非
正

規
、
パ
ー
ト
で
働
く
人
々
の
多
く
は
低
賃

金
が
ゆ
え
に
長
時
間
残
業
や
２
つ
３
つ
仕

事
を
掛
け
持
ち
し
、
身
を
粉
に
し
、
辛
う

じ
て
年
収
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
が
今
ま
さ
に
現
実
に
広
く
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
労
連
青
年
部
で
は
、
こ
の
ワ
ー

昨年、ブログがブレイク！

条
で
保
障
さ
れ
た
「
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
」
は
維
持
で
き
な
い
現
実

を
社
会
に
示
す
と
同
時
に
、
本
当
に
最
低

限
の
「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」
に
は
い

く
ら
必
要
な
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
２

０
０
７
年
２
月
１
日
～
２
８
日
の
１
ヶ
月

間
、「
最
低
賃
金
生
活
体
験
」
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
体
験
に
多
く
の
皆
様

が
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
詳
し
い
計
画
は
追
っ
て
発
表
い
た
し

ま
す
。

　
県
労
連
青
年
部
は
こ
の
活
動
を
通
し
て

同
一
労
働
同
一
賃
金
、
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
の
制
定
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
昨
年
は
３
名
が
日
々
の
生
活

を
「
最
低
賃
金
体
験
ブ
ロ
グ
」
・
・
・
『
我

が
最
賃
に
一
円
の
貯
金
な
し
』
、
『
俺
の

超
・
最
賃
ブ
ロ
グ
』
、
『
実
録
・
最
賃
生

活
』・
・
・
で
発
表
し
続
け
、
全
国
か
ら
ア

ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
生
活
体
験
し
な

が
ら
の
作
業
は
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
反

響
の
大
き
さ
に
気
を
良
く
し
て
、
「
今
年

は
・
・
・
」
と
い
ろ
ん
な
思
い
を
巡
ら
せ

て
い
ま
す
。

新春お楽しみパズル



　
応
募
先
　
〒
７
８
０
ー
０
８
５
０

　
　
　
　
　
　
高
知
市
丸
ノ
内
二
ー
一
ー
十

　
　
　
　
　
　
高
知
城
ホ
ー
ル
　
三
階

　
　
　
　
　
　
高
知
県
労
働
組
合
連
合
会



　
締
め
切
り
　
１
月
末
日

　
ハ
ガ
キ
に
回
答
を
書
い
て
左
記
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書
券
を
進
呈
し
ま
す
。

キ
ン
グ
プ
ア
問
題
の
根
底
に
現
行

の
最
低
賃
金
の
低
さ
の
問
題
が
在

る
と
指
摘
し
ま
す
。
低
賃
金
が
ゆ

え
に
長
時
間
労
働
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
現
実
が
高
知
県
に
は

存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
地
方
間
の

格
差
を
生
み
出
す
根
底
に
現
行
の

地
域
別
最
低
賃
金
が
関
係
し
て
い

ま
す
。

　
県
労
連
青

年
部
は
現
行

の
地
域
別
最

低
賃
金
で
は

憲
法
第
２
５

革新懇フォーラム2007

「格差社会を考える」
基調講演

「新自由主義」と格差・貧困」

友寄英隆さん(前雑誌｢経済｣編集長)

　日　時　2007年2月18日(日)

　　　　　　　　13:00～16:00

　場　所　人権啓発センター

　参加費　５００円

労働法制の

拡充を求める
請願署名百

万

　

　通常国会で労働法制改悪が狙われていることから、全労

連は「安定した雇用と働くルールの確立で、貧困をなくし

格差の是正を 労働法制の拡充を求める100万署名」をおこ

なうことにしています。

　厚生労働省は日本経団連の言うがままに、残業代を支払

わなくてもよしとするホワイトカラーエグゼンプション、

賃下げも不当解雇もやりたい放題にする制度をつくろうと

しています。

　全労連は長時間労働の抑制、解雇法令の整備、派遣労働

の適正な規制による雇用者責任の強化、最賃法の抜本改正、

均等待遇の実現、有期雇用の制限などを要求項目とする「請

願署名」に取り組むことにしています。

　　１００万署名を成功させましょう！！

９万５千


